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   東京聖栄大学紀要執筆要領 

  （投稿時の提出物）

１．投稿する研究論文は東京聖栄大学紀要(以下、本紀要という。)用テンプレート

を用いてwordで作成した印字原稿に、電子ファイルを添えて紀要編集委員会

(以下、委員会という。)に提出する。

２．テンプレートは本紀要ホームページから入手すること。

テンプレートは原稿作成上の注意書きになっているので原稿作成前に良く読

むこと。

   （原稿の執筆要領）         

３．原稿の書式は和文の場合は、28字×43行×2段を１ページとする。欧文原稿で

は8.2cm×43行×2段を１ページとする。 

４．本文の前に論文題名、著者名、アブストラクト、（原稿受付日、原稿受理

日） を記入する。

５．アブストラクトは英文とする。

６．本文は明朝体とし、緒言、実験方法、実験結果、考察（実験結果と考察は同

じ項目としても良い）、要約、参考文献の順に記述する。

７．参考文献はアブストラクト、本文を通し、記載順に番号をふり、必要とする

箇所の肩にアラビア数字を片カッコをつけて記入する。

８．第１ページ目の下部にはキーワードを５語程度記入する。

９．章、節はゴシック体とし、以下のように記すこととする。

大見出しは １．２．３．・・・・・・・

中見出しは 1.1  1.2  1.3 ・・・・・・・

小見出しは 1.1.1   1.1.2   1.1.3・・・・・・・・・

小見出しにさらに項を設ける場合には(1) (2) (3)・・・・・・

つぎはアルファベットで、a)  b)  c)・・・・・・・・

10．英文の場合は、大見出しは各単語の頭文字を大文字とし、中見出し以下は第

１文字のみ大文字とする。

11．図、表、写真は英文表記とし本文中に組み込み、Figure 1、、 Table 1、、  

Photo 1のように図表番号を記し、ボールド体とする。

12．参考文献は本文末にまとめて掲載する。記載は、著者名、論文名、雑誌名、 

巻、号、ページ（最初と終わり）、発行年の順とする。

成書の場合は著者名、書名、引用ページ、出版社名、発行年の順に記載す

る。




